












1.はじめに 

わが国が高度経済成長期を迎え、さまざまの社会的、家族的変化が起こって以来、児童に

関する精神衛生的問題も増加してきた傾向がある。児童虐待もその一つで、昔日の如き貧

困とか、女性・子供の人権無視という要因が少なくなるにつれ,現在はむしろ家族病理や親

の精神病理といった要因による児童虐待がふえてきている。 

厚生省が全国の 153ヶ所の児童相談所を通して年齢3歳以下の児童の虐待などの調査を行

なったのは,昭和 48年である。それから 10 年後の昭和 58 年に同じく児童相談所を介して

再び児童虐待の調査を行なったので、その結果から考察される、母子関係の様相に触れて

みたい。 


